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「それぞれの子ども達が」 

校長 堀 江  充   
 

３月１７日、第１２４回卒業証書授与式が開催され、２６名の児童が本校を巣立ち

ました。そして、２４日には修了式を予定しています。４月からは卒業生は中学校

へ、在校生は一つずつ進級します。 

  卒業式では、２６名の卒業生のために在校生が一丸となって準備し、当日は、ズー

ムでの参加でしたが、心のこもった卒業式、卒業生もその期待に十分こたえた立派な

卒業式を創り上げました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年度も本校では皆様の御支援、御協力のもと、学力・体力の向上、心の教育な

ど、多くの成果を上げることができました。これもひとえに保護者、そして、学校

運営協議会、ＧＴＡという地域の皆様並びに関係機関の方々の温かいご理解、ご支

援のお陰と、教職員一同感謝の気持ちでいっぱいです。１年間のご厚情に心より感謝

申し上げ学校便り最終号の挨拶とします。 

 

◇本年度の重点目標 
  考えをもち しっかり伝え、成長を喜び合える子どもの育成 
  笑顔いっぱい!!できた！わかった！がんばった！自信がついた！ 第１２号 令和５年３月２３日 

 

卒
業
式
式
辞
よ
り
抜
粋 

 
 

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
六
年
を
か
け
、
小
学
校
で
学
ぶ
全
課
程
を
修
了

し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
個
性
を
生
か
し
、
小
学
校

で
修
得
す
べ
き
力
を 

し
っ
か
り
と
身
に
付
け
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
学
級
の
仲
間
と
助
け
合
い
、
下
級
生
に
は
、
や
さ

し
く
手
を
さ
し
の
べ
る
こ
と
の
で
き
る 

「
素
敵
な
先
輩
」

で
し
た
。
ど
う
か
、
こ
の
小
学
校
で
培
っ
た
力
に
、
自
信
を

も
っ
て
、
中
学
校
へ
進
ん
で
く
だ
さ
い
。 

 

こ
こ
で
、
卒
業
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
、
二
つ
お
話
を
し
ま
す
。 

 

一
つ
め
は
「
あ
り
が
と
う
」
で
す
。 

 

よ
う
や
く
収
ま
り
そ
う
な
感
染
症
の
猛
威
、
今
な
お
続
く
世
界

で
の
争
い
や
災
害
、
こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
る
こ
と
は
誰
も
予
想
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 
 

 

同
じ
よ
う
に
、
み
な
さ
ん
が
生
ま
れ
た
時
、
歩
け
る
よ
う
に
な

っ
た
時
、
言
葉
を
発
し
た
時
、
病
気
に
な
っ
た
時
、
み
な
さ
ん
の
成

長
の
そ
ば
に
は
、
家
族
が
い
て
、
い
つ
も
一
緒
に
泣
い
た
り
、
笑
っ

た
り
、
喜
ん
で
く
れ
た
は
ず
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
当
た
り
前
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
で
も
、
そ
れ
は
実
は
、
奇
跡
の
連
続
な
の
で

す
。 

 
 

あ
り
が
と
う
と
は
、
「
有
り
難
し
」
す
な
わ
ち
、
あ
り
え

な
い
こ
と
、
め
っ
た
に
な
い
こ
と
、
奇
跡
と
い
う
意
味
が
あ

り
、
そ
の
反
対
語
は
「
当
た
り
前
」
で
す
。 

 

ぜ
ひ
、
今
日
は
そ
ん
な
当
た
り
前
の
よ
う
に
み
な
さ
ん
を

見
守
っ
て
き
て
く
れ
た
家
族
や
多
く
の
み
な
さ
ん
に
「
あ
り

が
と
う
」
と
感
謝
す
る
日
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

二
つ
め
は
、
「
自
分
ら
し
く
」
で
す
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん

の
前
に
は
、
す
ば
ら
し
い
未
来
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
卒
業
に
誇
り
を
も
ち
、
た
っ
た
一 

人
し
か
い
な
い
自
分
と
、
た
っ
た
一
度
し 

か
な
い
人
生
を
「
自
分
ら
し
く
」
精
一
杯 

進
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 



 
  
３月１日（水）お世話になった６年生に感謝の気持ち

を表す集会が行われました。新型コロナウイルス感染
症拡大防止の観点から、６つの学年を、２つのブロック
に分けて実施しました。各学年が、６年生を楽しませよ
うと工夫を凝らした出し物、マイムマイム替え歌、ドレ
ミの歌、こぎつね、動物になって感謝を伝える、○×ク
イズなどで、会場が盛り上がりました。この集会を企
画、運営したのは次のリーダーとなる５年生たちです。
会場の飾り作りと飾り付け、交流ゲーム（間違いだらけ
の間違い探し）の計画と運営、全体進行の司会などをや
り遂げ、在校生の最高学年として、自覚や責任感が育っ
ていることが感じられました。 

 

 
 
 
 

 

 
 
 
３月１７日（金）に、第１２4回卒業証書授与式が

行われました。新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため、在校生は zoomで観覧、来賓は、ＰＴＡ会
長のみとするなど、規模を縮小した卒業式となりま
したが、無事に終了することができました。厳かな雰
囲気の中、子どもたちの表情には、凛とした雰囲気が
漂っていました。一人一人が登壇し、決意表明を堂々
と行った後に堀江校長から卒業証書を受け取り、６
年間の頑張りや思い出を感じていました。卒業生た
ちの堂々とした立派な態度に、６年間の成長がしっ
かり刻まれていました。育ててくれた保護者やお世
話になった方々への感謝の言葉を送る場面もあり、
温かい式となりました。小学校での思い出を胸に、更
に充実した中学校生活を送り、活躍することを願っ
ています。 

 

 
 
 
３月３日（金）松尾和宏同窓会長様ご臨席の下、同

窓会入会式が行われました。松尾会長からは「同窓会
の仲間として、心より歓迎いたします。同窓会員は、
いろいろなところで活躍している先輩がたくさんい
ます。中学生になったら、勉強や部活に忙しくなると
思いますし、このようなコロナでの環境の中ですが、
早く終息することを願って、明るい未来が待ってい
ると思いますので、中学校の３年間を楽しんで、頑張
っていただきたいです。」と歓迎のお言葉をいただき
ました。また、新入会員を代表して岸本強汰さんが
「今後は卒業生として、そして、同窓会員として、そ
れぞれの夢や目標に向かって努力していきます。」
と、決意の言葉を述べました。６年生は、歴史と伝統
ある東神楽小学校同窓会の一員に加わったことを自
覚し、気を引き締め、その後の式に臨んでいました。 

 

 

 

 

 
 
   
今年度３月末をもって、下記の教職員が東神楽小学

校を離任・退職することになりました。これまでのご支
援、ご協力ありがとうございました。 
退職 校  長 堀 江   充 

転出 教  諭 児 玉 政 和（旭川市千代田小へ） 

退職 教  諭 西 田 多希子          

転出 教  諭 小 西 理 映（旭川市近文第一小へ） 

転出 教  諭 今 井 公 雄（旭川市愛宕東小へ） 

 
 

            

 

 
  
３月２日（木）の朝会で、教育推進課の山下さんの

講話がありました。講話内容の一部を紹介します。 
１００M 走の陸上選手を例に、人は「良いことが

起こるのは自分の努力」、「悪いことが起きるのは周
囲が原因」と考えがちですが、「良いことが起こった
のは周囲のおかげ」、「悪いことが起こったのは自分
の責任」と見方を変えると、物事の捉え方が変わり、
幸福度が高まるのかもしれません。 
「過去と周囲」は簡単に変えられませんが、「未来

と自分」は変えることができるので、日頃、うまくい
かないことがあっても、いろいろな視点をもち、「未
来の自分が誇りに思える今」を過ごしてほしいと思
います。 

 

 
  

 

 
 
 
 

 

 

 

     

  

 

 

    

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

 

 

   

 

 

  

 

     

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

６年生を送る会 
 
 

令和４年度 学校だより 第１２号 ３月２３日（木）東神楽町立東神楽小学校 

 

第１２４回卒業証書授与式 
 

 

在校生・卒業生の寄せ書き 

 

同窓会入会式 
 

人事異動のお知らせ 
 

 

１年 ２年 

３年 ４年 

５年 ６年 

山下さんの講話 
 
 


